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藤 木 卓

略 歴
昭和３１年３月 長崎県長崎市に生まれる
昭和４９年３月 長崎県立長崎東高等学校卒業
昭和５３年３月 長崎大学教育学部中学校教員養成課程工業技術科専攻卒業
昭和５３年４月 長崎県小浜町立小浜中学校教諭
昭和５６年４月 長崎県玉之浦町立玉之浦中学校教諭
昭和６１年３月 兵庫教育大学大学院学校教育研究科生活・健康系修了
昭和６１年４月 長崎県玉之浦町立七岳中学校教諭
平成元年４月 長崎大学教育学部講師
平成２年４月 長崎大学教育学部助教授
平成１０年５月 内地留学（東京工業大学，平成１１年２月まで）
平成１７年３月 東京工業大学大学院社会理工学研究科人間行動システム専攻修了
平成１９年１月 長崎大学教育学部教授
平成１９年４月 長崎大学教育学部附属教育実践総合センター長（平成２３年３月まで）
平成２５年４月 教育学部副学部長（附属学校担当）
平成２６年４月 教育学部長（平成２９年９月まで）
平成２８年１２月 長崎大学大学院教育学研究科教授
平成２９年１０月 長崎大学理事（地域貢献，及び社会・地域貢献）（令和元年９月まで）
令和元年１０月 長崎大学人文社会科学域教授

学会及び社会における主な活動等
昭和５８年４月 日本産業技術教育学会（現在に至る）
平成元年６月 日本教育工学会（現在に至る）
平成元年８月 電子情報通信学会（令和２年３月まで）
平成８年９月 日本産業技術教育学会九州支部（現在に至る）
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平成９年３月 教育システム情報学会（令和３年３月まで）
平成１７年４月 日本産業技術教育学会九州支部理事（平成１８年３月まで）
平成１８年６月 科学教育学会（令和２年６月まで）
平成１８年１１月 特定の課題に関する調査問題作成委員会委員（平成２０年３月まで）
平成１９年４月 特定の課題に関する調査のための結果分析の協力者（平成２１年３月ま

で）
平成２０年８月 日本産業技術教育学会副会長（平成３０年３月まで）
平成２１年５月 研究指定校（教科別指定）に係る企画委員会の協力者（平成２２年３月ま

で）
平成２２年５月 評価基準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究の協力者（平成２３年

３月まで）
平成２４年９月 日本教育工学会第２８回全国大会実行委員長
平成２７年４月 長崎県立長崎東中学校・高等学校学校評議員（平成３２年３月まで）
平成２７年１１月 中央教育審議会専門委員（初等中等教育分科会）（平成２９年２月まで）

（中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会家庭，技術・家庭ワー
キンググループ）

平成２８年６月 学習指導要領等の改善に係る検討に必要な専門的作業等協力者（平成２９
年３月まで）

令和２年９月 日本産業技術教育学会功績賞

獲得した補助金等
＜科学研究費補助金＞
平成７年度（１９９５）一般 C：代表者
パソコン通信の対話機能を利用した遠隔教員研修のためのマルチメディア教材の開発
平成１６～１７年度（２００４-２００５）萌芽：代表者
遠隔授業におけるバーチャル時空間 GISの有用性の検討
平成１６～１８年度（２００４-２００６）基盤 B：代表者
遠隔国際交流の促進を図る提示教材の効果的多言語表示法の開発と伝送画質の評価
平成１９～２１年度（２００７-２００９）基盤 B：代表者
原爆への科学技術的認識を育てる VR教材の開発と遠隔授業実践
平成２０～２３年度（２００８-２０１１）基盤 B：分担者
指導能力認定試験制度に基づく技術科教員免許更新支援システムの構築と検証
平成２３～２６年度（２０１１-２０１４）基盤 B：分担者
中学生の技術に関わるガバナンス能力の調査とそれに基づいたカリキュラムの開発・検
証
平成２４～２５年度（２０１２-２０１３）萌芽：代表者
簡易型３Ｄ立体視による双方向遠隔対話環境の構築と教育的活用場面の検討
平成２５～２８年度（２０１３-２０１６）基盤 A：代表者
逆拡張現実感を用いた体験し伝え共有する活動を組織する平和学習に関する総合的研究



藤木：略歴・著作目録 127

平成２９～３２年度（２０１７-２０２０）基盤 B：代表者
没入型平和学習のための多言語コンテンツの開発と共感性による評価
＜その他補助金＞
平成６年度，電気通信普及財団：代表者
オンライン画像表示機能を付加したパソコン通信のチャット機能による模擬授業の展開
平成１０年度，電気通信普及財団：代表者
情報ネットワークを利用した遠隔授業研究システムの開発
平成２２年度，長崎大学高度化推進経費：代表者
エネルギ環境への科学技術的認識を育てる VR 学習環境の開発と遠隔授業実践

平成３１年，受託研究（長崎国際観光コンベンション協会）：代表者
長崎の観光に関する調査研究

主な研究業績
（著書）
１ 地域教育研究叢書 I 現代離島教育の構造と展開，共著，長崎大学教育学部，１９９０
２ 教科教育学研究第１４集，共著，第一法規，１９９６
３ 長崎大学公開講座叢書１１地域創造と大学，共著，長崎大学，１９９９
４ 技術科教育実践講座 RAPID理論編１，共著，ニチブン，２００２
５ 複式学級指導法，共著，東京教学社，２００９
６ 中等教育資料平成２３年８月号，共著，２０１１
７ 指導と評価，Vol.６３-９，共著，日本図書文化協会，２０１７
８ 新学習指導要領の展開技術・家庭技術分野編，共著，明治図書，２０１７
９ 中等教育資料平成２９年１０月号，共著，２０１７
１０ 中学校教育課程実践講座技術・家庭，共著，ぎょうせい，２０１７
１１ 技術科教育概論，共著，九州大学出版会，２０１８
１２ 新指導要録の解説と実務，共著，図書文化社，２０１９

（学術論文）
１ 風胴内におかれた水平氷円柱の融解における遷移領域の伝熱特性：野澤勝廣，藤木
卓，長崎大学教育学部自然科学研究報告，（３５），４５-５０，１９８４

２ 木材加工領域の学習に及ぼす材料力学的用語の使用及びその概念指導の影響：藤木
卓，小川武範，吉田治夫，日本産業技術教育学会誌，２９，（４），１１-１８，１９８７

３ 中学生の１本指入力によるキーボード操作技能に関する考察：藤木卓，日本産業技術
教育学会誌，３１，（１），５３-５６，１９８９

４ 僻地部の中学生のパソコンに関する意識調査：藤木卓，長崎大学教育学部教科教育学
研究報告，（１３），１７５-１７９，１９８９

５ 木材加工学習における構造物部材の繊維方向決定の阻害要因：藤木卓，小川武範，野
澤勝廣，長崎大学教育学部教科教育学研究報告，（１３），１８１-１８５，１９８９

６ 木材加工領域における中学生のレディネス：藤木卓，小川武範，杉山滋，野澤勝廣，
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長崎大学教育学部教科教育学研究報告，（１３），１８７-１９０，１９８９
７ 発達段階における全人格教育と技術教育の相互関係：野澤勝廣，杉山滋，糸山景大，
古谷吉男，松原伸一，藤木卓，長崎大学教育学部教科教育学研究報告，（１３），１３９-１４８，
１９８９

８ 教員養成大学における技術教育課程の歴史的変遷と発展性に関する考察：野澤勝廣，
杉山滋，糸山景大，古谷吉男，松原伸一，藤木卓，長崎大学教育学部教科教育学研究
報告，（１３），１２３-１３８，１９８９

９ 小学校教科書の内容と技術教育との関連性に関する調査研究：野澤勝廣，谷口浩然，
藤木卓，杉山滋，長崎大学教育学部教科教育学研究報告，（１３），１０７-１２１，１９８９

１０ カム作製支援プログラムの開発：藤木卓，吉田治夫，小川武範，日本産業技術教育学
会誌，３１，（４），２１５-２１９，１９９０

１１ 中学校技術・家庭科機械領域の目標・内容の変遷：藤木卓，長崎大学教育学部教科教
育学研究報告，（１４），１３１-１４１，１９９０

１２ BASIC言語を用いたアルゴリズムの発見的学習のための指導方法に関する研究：藤
木卓，川谷三夫，長崎大学教育学部教科教育学研究報告，（１４），１４３-１４７，１９９０

１３ 湿り空気中に置かれた二列水平氷円柱の融解伝熱：川谷三夫，藤木卓，野澤勝廣，長
崎大学教育学部自然科学研究報告，（４２），５９-６４，１９９０

１４ 中学校技術・家庭科電気領域の指導目標・内容の変遷：藤木卓，川谷三夫，長崎大学
教育学部教科教育学研究報告，（１５），６９-８１，１９９０

１５ BASIC言語を用いたアルゴリズムの発見的学習のための指導方法に関する研究（第
２報）：藤木卓，川谷三夫，長崎大学教育学部教科教育学研究報告，（１６），９１-９７，
１９９１

１６ 教育用音声入出力システムの開発：藤木卓，中川内正，長崎大学教育学部教科教育研
究報告，（１９），４９-５５，１９９２

１７ パソコン通信の対話機能を利用した授業の試行と評価：藤木卓，清水康敬，日本教育
工学会論文誌２０（１），６３-７４，１９９６

１８ インターネットを利用した遠隔授業の実用化に関する研究：岡村耕二，鶴正人，藤木
卓，中村千秋，池永全志，教育システム情報学会誌，１４（３），８４-９４，１９９７

１９ 「教育におけるネットワーク利用に関する講演会 ～ネットワークが教育を変える
～」の開催と参加者の意識調査：藤木卓，長崎大学教育学部教育実践研究指導センター
年報 No.９，９３-１０１，１９９７

２０ 連想調査による＜生命＞と関連語の分析：上薗恒太郎，藤木卓，糸山景大，長崎大学
教育学部教育科学研究報告第５３号，１５-３１，１９９７

２１ テレビ会議システムを利用した生活科の遠隔授業実験とその評価：藤木卓，長崎大学
教育学部附属教育実践研究指導センター紀要，第１号，１-１０，１９９８

２２ インターネットと長崎の教育：藤木卓，長崎総合科学大学，情報科学センター，所報
No.８，３２-３７，１９９８

２３ 小学校道徳における ISDNと PHSを用いた遠隔授業の実践と評価：藤木卓，鶴正
人，池永全志，中村千秋，蒲原新一，黒田英夫，教育システム情報学会誌，１５（４），
３２８-３３３，１９９９
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２４ ２画面を利用した小学校道徳における遠隔授業の実践と評価：藤木卓，里慎也，上薗
恒太郎，山本和佳，増田祥子，長崎大学教育学部附属教育実践研究指導センター紀要，
第２号，３３-４５，２０００

２５ 郷土を見つめる道徳遠隔授業の意義：上薗恒太郎，増田祥子，米倉典子，森永謙二，
山本和佳，藤木卓，長崎大学教育学部附属教育実践研究指導センター紀要，第２号，
４６-６８，２０００

２６ 多地点接続による道徳遠隔授業の意義と計画：上薗恒太郎，増田祥子，山本和佳，藤
木卓，中村千秋，森田裕介，内野成美，真方浩志，加藤哲，西川誠二，佐藤良平，長
瀬洋一，相田悦子，長崎大学教育学部附属教育実践総合センタ-紀要，第１号，４７-７０，
２００２

２７ 現職教員を対象としたコンピュータ技能の評価基準の試作－ビデオキャプチャ技能の
講習－：森田裕介，藤木卓，全炳徳，中村千秋，長崎大学教育学部紀要-教科教育学-，
第３９号，２５-３２，２００２

２８ 情報教育用Webコンテンツの開発と評価－初心者用 Linux学習支援システム－：藤
木卓，井手美晴，鹿毛由希子，村木由香，森田裕介，長崎大学教育学部紀要-教科教
育学-，第３９号，６５-７４，２００２

２９ Evaluation of a Tolerance of a Picture Distortion for Distance Learning using DV
Movies.：Takashi FUJIKI, Masao MUROTA, Yasutaka SHIMIZU, EURODL
（European Journal of Open and Distance Learning）,査読有，http://www.eurodl.
org/?p=archives&year=２００２&article=７１,&article=７１,２００２

３０ 携帯電話によるグループ別遠隔交流と多地点接続を用いた小学校道徳授業の実践：藤
木卓, 森田裕介, 中村千秋，日本教育工学会誌,２６（Suppl.）,２４９-２５３,２００２

３１ 高品質動画伝送システムを用いた遠隔授業参観と遠隔授業反省会の実践：松岡輝，森
田裕介，藤木卓，蒲原弘貴，日本教育工学会論文誌，査読有，２７（Suppl.），２２１-２２４，
２００３

３２ Implementation of Distance Classroom Visitations and Distance Evaluation
Meetings: A Comparison between DVTS and mpeg２ts: Yusuke Morita, Takashi
Fujiki, Akira Matsuoka, Kouki Kamohara, Proceedings of The ２nd IASTED
CATE,査読有,５０９-５１４,２００３

３３ 多地点接続による道徳授業：上薗恒太郎，増田祥子，内野成美，山本和佳，藤木卓，
中村千秋，森田裕介，道徳教育方法研究，（８），１１-２０，２００３

３４ 現職教員向け IT講習会の開催と評価：藤木卓，森田裕介，古谷吉男，糸山景大，長
崎大学教育学部紀要－教科教育学－，第４０号，４７-５６，２００３

３５ 発言支援ツールを用いた情報モラルの学習における授業者の熟練度の影響：藤木卓，
友弘香一，中原忍，森田裕介，西山敏明，長崎大学教育学部紀要－教科教育学，第４１
号，５５-６７２００３

３６ DV動画を用いた遠隔講義における画像劣化の許容範囲：藤木卓，室田真男，清水康
敬，教育システム情報学会誌，２０（３），２６６-２７３,２００３

３７ 文字スクロール動画を利用した学習における残像と低時間解像度の影響：藤木卓，松
本浩明，日本産業技術教育学会九州支部論文集，１１，７-１２，２００３
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３８ 文節単位停止スクロール表示システムの開発と評価：倉田伸，藤木卓，森田裕介，日
本教育工学会誌 ２７（Suppl.），１８１-１８４，２００３

３９ 時間解像度の違いが文字スクロールでの学習に与える影響：藤木卓，山下浩次，森田
裕介，松本浩明，里慎也，倉田伸，山道一平，森美樹，長崎大学教育学部紀要 教科
教育学 No.４２４９-５８，２００４

４０ 日韓遠隔授業における中学生の国際性の変容に関する一分析：森田裕介，他８名，日
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flection in Microteaching with Portable Mobile Devices and Verification of Teach-
ing Skills：Shin Kurata，Takashi Fujiki，Masao Murota，査読有，１８th Hawaii
International Conference on Education.２６. ２０２０.１.４

１０５ バーチャル原子野を用いた平和学習の実践と教育的効果：藤木卓，倉田伸，小清水
貴子，長崎大学教育学部紀要，第６集，７１-８４，２０２０.３

１０６ Video Annotation Tools to Suort Peer Review Teaching Skills Improvement for
Pre-service Teachers：Shin Kurata，Takashi Fujiki，Masao Murota，６th Interna-
tional Conference on Education ‒ Hawaii.（in press），査読有，２０２１.１.XX

１０７ 共感性が VR平和コンテンツ視聴に与える影響の国際比較：藤木卓，小清水貴子，
倉田伸，日本教育工学会論文誌，査読有，４４（Suppl.），X-X，２０２１.X.XX（印刷中）
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（その他）
１ オンライン画像表示機能を付加したパソコン通信のチャット機能による模擬授業の展
開：藤木卓，電気通信普及財団研究調査報告書 No.８，２８４-２９５，１９９４

２ インタ-ネットで教室が広がる ～神戸，長崎，博物館を結んだ遠隔授業～：岡村耕二，
藤木卓，中村千秋，鶴正人，池永全志，bit Vol.２９No.８,８９-９６,共立出版，１９９７

３ 情報ネットワークを利用した遠隔授業研究システムの開発：藤木卓，糸山景大，江口
武，森淳，金崎良一，川谷三夫，電気通信普及財団研究調査報告書 No.１２，２６４-２７２，１９９８

４ ギガビットネットワークを利用した DVTSによる日韓遠隔交流・学習：藤木卓，全
炳徳，森田裕介，上薗恒太郎，中村千秋，柳生大輔，センターレポート第２２号 １４-２３
長崎大学総合情報処理センター，２００４

５ ネットワークの効果的な活用に必要な理解：藤木卓，高校「情報科」情報誌 CHNNEL
２００７，開隆堂，Vol.７-３，２-３，２００７

６ テレビ会議システムの教育利用とその普及 －離島を含む僻地における心理的・社会
的ニーズ－：関山徹，寺嶋浩介，園屋高志，藤木卓，森田裕介，新しい時代の要請に
応える離島教育の革新，長崎大学教育学部，９３-１０１，２００７

７ テレビ会議システムを用いた学校間交流学習の研究～鴨池小学校（鹿児島市）－勝連
小学校（沖縄県うるま市）の二校間での実践事例～：園屋高志，米盛徳市，仲間正浩，
藤木卓，寺嶋浩介，森田裕介，関山徹，新しい時代の要請に応える離島教育の革新，１０２
-１０９，２００７

８ 沖縄小浜島－長崎対馬－鹿児島奄美大島の３つの複式学級をテレビ会議で結ぶ遠隔共
同学習 －沖縄県竹富町小浜小中学校での支援－：仲間正浩，米盛徳市，藤木卓，森
田裕介，寺嶋浩介，園屋高志，関山徹，新しい時代の要請に応える離島教育の革新，１１０
-１２０，２００７

９ 三大学の連携による複式学級を結ぶ食文化に関する遠隔共同学習の実践：園屋高志，
藤木卓，寺嶋浩介，森田裕介，米盛徳市，仲間正浩，関山徹，加納暁子，新しい時代
の要請に応える離島教育の革新，１２１-１３２，２００７

１０ 教科指導力向上に結びつく ICT活用ワークショップ：教科指導に関わる情報モラ
ル，藤木卓，離島・へき地教育の現在とこれから ～長崎・鹿児島・琉球 三大学連
携事業～ 報告書，１３６-１４０，２００８

１１ 教科指導力向上のための ICT活用の研究：園屋高志，植村哲郎，米盛徳市，仲間正
浩，藤木卓，寺嶋浩介，織田芳人，藤本登，離島・へき地教育の現在とこれから ～
長崎・鹿児島・琉球 三大学連携事業～ 報告書，琉球大学教育学部，１１５-１１６，２００８

１２ 長崎－鹿児島－沖縄の複式学級をテレビ会議システムで結ぶ遠隔共同学習発表会の実
践：藤木卓，園屋高志，米盛徳市，仲間正浩，大学と学校現場の連携による離島・僻
地教育の推進，長崎大学教育学部，８３-９６，２００９

１３ 三大学連携による離島の複式学級における遠隔共同学習の推進：仲間正浩，米盛徳
市，藤木卓，寺嶋浩介，織田芳人，藤本登，園屋高志，関山徹，植村哲郎，森田裕介，
大学と学校現場の連携による離島・僻地教育の推進，９７-１０４，２００９

１４ ICT活用指導力の向上を図るためのグループ活動を主体とした三大学連携による
ワークショップの開催：藤木卓，織田芳人，藤本登，小清水貴子，寺嶋浩介，西田治，
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園屋高志，米盛徳市，仲間正浩，大学と学校現場の連携による離島・僻地教育の推
進，１４６-１６０，２００９

１５ 特定の課題に関する調査（技術・家庭）調査結果（中学校）：橋本孝之，藤木卓，ほ
か９名，国立教育政策研究所教育課程研究センター，２００９

１６ 科学研究費補助金による技術教育に関する海外視察（韓国釜山）報告：吉田竹虎，今
山延洋，藤木卓，上野耕史，日本産業技術教育学会誌５１（２），１５５-１５８，２００９

１７ 評価規準の作成のための参考資料（中学校）：安東茂樹，藤木卓，他７名，国立教育
政策研究所教育課程研究センター，２０１０

１８ 評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料（中学校 技術・家庭）：
安東茂樹，藤木卓，他７名，国立教育政策研究所教育課程研究センター，２０１１

１９ 国立教育政策研究所科学研究費助成事業シンポジウム「ガバナンス能力」等の技術に
関する能力の現状と今後の技術教育のゆくえ，文部科学省３F講堂，２０１３.３.１

２０ 国立教育政策研究所科学研究費助成事業シンポジウム「ガバナンス能力」等の技術に
関する能力の現状と今後の技術教育のゆくえ 第２回「今後の日本を支える技術教育
の在り方」，文部科学省３F講堂，２０１４.３.１

２１ 国立教育政策研究所科学研究費助成事業シンポジウム「ガバナンス能力」等の技術に
関する能力の現状と今後の技術教育のゆくえ 第３回「今後の日本を支える技術教育
の在り方」，文部科学省３F講堂，２０１５.２.２８

２２ 長崎大学の教員養成改革 －教員養成に関する管理運営及び入試の改革並びに附属学
校園の取り組み－：藤木卓，SYNAPSE，Vol.４７，２０１５.１２，１１-１３，ジアース教育新
社，２０１５

２３ 長崎大学の教員養成改革 －教員養成改革の中で，地域の教育界はどのように関係し
たか－：藤木卓，SYNAPSE，Vol.４６，２０１５.６，３９-４１，ジアース教育新社，２０１５

２４ 長崎大学の教員養成改革 －教育カリキュラムの改革，実践を重視するためにどのよ
うなカリキュラムを構築したか－：藤木卓，SYNAPSE，Vol.４５，２０１５.５，３３-３５，ジ
アース教育新社，２０１５

２５ 長崎大学の教員養成改革 －新課程の廃止，教職大学院の開設や一元化は何をもたら
したか－：藤木卓，SYNAPSE，Vol.４４，２０１５.４，３９-４１，ジアース教育新社，２０１５

２６ 長崎大学の教員養成改革 －長崎大学教育学部・大学院教育学研究科はなぜ改革が進
むのか，一連の改革の背景－：藤木卓，SYNAPSE，Vol.４３，２０１５.３，３９-４１，ジアー
ス教育新社，２０１５

２７ 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会家庭，技術・家庭ワーキンググルー
プ：家庭，技術・家庭ワーキンググループにおける審議の取りまとめについて（報
告），２０１６.８.２６

２８ 中学校学習指導要領解説（平成２９年告示）解説技術・家庭編，文部科学省，２０１７.７
２９ 技術の見方・考え方を捉える！：藤木卓，KGKジャーナル，Vol.５２-２，２０１７.８，１４-

１５，開隆堂，２０１７
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